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実験 1：in vitroでの PDTによる細胞増殖抑制の検討 
96ウェルプレートを用いて 16ウェルに癌細胞を培養し、無処置（Control群）、ICGラクトソームの
みを添加（ICG lactosome群）、近赤外レーザー光のみを照射（Laser群）、光線力学療法（PDT群）の 4
群間での細胞増殖抑制効果を WST-1 assayでの吸光度（n =16）を 96時間まで測定し比較した。 
実験 2：ICGラクトソームを用いたヒト乳癌骨転移巣の近赤外蛍光イメージングの可能性の検討 
BALB 系のヌードマウスの右脛骨に癌細胞を移植して作製した骨転移モデル（n = 8）に、ICG ラクト
ソームを腹腔内投与し近赤外蛍光イメージング装置（IVIS Spectrum）を用い、投与直前、投与直後、
投与 6，12，24および 48時間後に撮影を行い、転移巣と正常組織の蛍光強度比を測定し比較した。 
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実験 3：in vivoでの PDTによる骨転移巣発育抑制の検討 
実験 2と同じ 26匹のモデルマウスを用い、無治療（Control群： n = 9）、近赤外レーザー光のみを
照射（Laser 群：n = 9）、光線力学療法（PDT 群：n = 8）に振り分け、治療 24 時間前に ICG ラクトソ
ームを全身投与後、細胞移植 1，3および 5週後の計 3回治療を行った。単純 X線による溶骨性病変部
の面積、実験中の体重を測定し比較した。また細胞移植 7 週後に病理組織学的観察（H&E 染色、TUNEL
染色）を行った。 
統計学的解析には、多重比較（Tukey-Kramer post hoc-test）、Mann-Whitney U-test、Paired-t test





ていた。実験 3にて、細胞移植後 7週で PDT群は Control群、Laser群と比較し、溶骨性病変部の面積























平成 27 年 1 月 5 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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